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平
成
１４
年
度
卒
業
式
が
平
成
１５
年
３
月
２５
日（
火
）に
本

学
体
育
館
に
て
挙
行
さ
れ
た
。

平
成
１４
年
度
の
卒
業
生
は
法
学
部
４
３
２
名
、
経
済
学

部
４
３
３
名
、
文
化
情
報
学
部
２
６
６
名
、
現
代
文
化
学

部
１
２
１
名
の
合
計
１
２
５
２
名
で
あ
り
、
新
た
に
同
窓

会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
年
度
の
答
辞
を
述
べ
た
の
は
、
法
学
部
法
律
学
科
鈴

木
麻
衣
子
さ
ん
。
来
賓
に
は
細
川
佳
代
子
氏
（
元
首
相
の

細
川
護
煕
氏
の
令
夫
人
で
あ
り
、
現
在
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
日
本
理
事
長
、「
世
界
の
子
供
に
ワ
ク
チ
ン
を
」
日

本
委
員
会
代
表
を
務
め
て
い
る
）を
お
迎
え
し
た
。
ま
た
、

同
窓
会
か
ら
は
冨
岡
会
長
が
代
表
者
と
し
て
出
席
し
た
。

卒
業
式
終
了
後
は
、
教
室
に
お
い
て
卒
業
生
全
員
に
卒

業
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
、
場
所
を
飯
能
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
に

移
し
、
コ
メ
ン

ス
メ
ン
ト
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
催

さ
れ
、
恩
師
や

友
人
と
在
学
時

の
思
い
出
話
し

を
ふ
り
返
り
、

感
慨
深
い
様
子

だ
っ
た
。

ま
た
、
再
会

を
約
束
す
る
様

子
も
数
多
く
見

受
け
ら
れ
、
盛

況
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
た
。

平
成
１４
年
度

総
代
・
答
辞
・
各
賞
受
賞
者
一
覧

●
総

代

法
学
研
究
科

大
久
保

幸
香
（
埼
玉
県
立
川
越
女
子
高
校
出
身
）

経
済
学
研
究
科

西
川

晃
史
（
埼
玉
県
立
所
沢
西
高
校
出
身
）

文
化
情
報
学
研
究
科

飯
塚

小
姫
子
（
私
立
宝
仙
学
園
高
校
出
身
）

法
学
部
法
律
学
科

小
野

由
香
里
（
埼
玉
県
立
浦
和
第
一
女
子
高
校
出
身
）

経
済
学
部
経
済
学
科

小
口

勇
樹
（
都
立
小
平
西
高
校
出
身
）

経
済
学
部
経
営
情
報
学
科

Z
H
A
O
R
O
N
G
L
IN

（
中
国
出
身
）

文
化
情
報
学
部
文
化
情
報
学
科

塩
野

恭
子
（
都
立
東
大
和
高
校
出
身
）

文
化
情
報
学
部
知
識
情
報
学
科

内
村

祐
美
子
（
埼
玉
県
立
所
沢
北
高
校
出
身
）

現
代
文
化
学
部
比
較
文
化
学
科

直
井

信
彰
（
私
立
埼
玉
高
校
出
身
）

●
答

辞

法
学
部
法
律
学
科

鈴
木

麻
衣
子
（
都
立
保
谷
高
校
出
身
）

●
優
秀
賞

法
学
部
法
律
学
科

堀
江

美
代
子
（
埼
玉
県
立
豊
岡
高
校
出
身
）

経
済
学
部
経
済
学
科

木
田
橋

洋
子
（
都
立
昭
和
高
校
出
身
）

経
済
学
部
経
営
情
報
学
科

吉
兼

美
貴
（
都
立
久
留
米
高
校
出
身
）

文
化
情
報
学
部
文
化
情
報
学
科

清
永

宏
彰
（
都
立
豊
多
摩
高
校
出
身
）

文
化
情
報
学
部
知
識
情
報
学
科

松
田

智
香
子
（
私
立
文
教
大
学
付
属
高
校
出
身
）

現
代
文
化
学
部
比
較
文
化
学
科

濱
口

志
帆
（
都
立
井
草
高
校
出
身
）

●
菩
提
樹
賞

―
法
学
部
法
律
学
科
―

新
井

恵
理
子
（
私
立
本
庄
東
高
校
出
身
）

後
藤

淑
子
（
さ
い
た
ま
市
立
浦
和
南
高
校
出
身
）

斉
藤

洋
行
（
埼
玉
県
立
本
庄
高
校
出
身
）

島
根

雄
一
郎
（
埼
玉
県
立
越
谷
南
高
校
出
身
）

新
城

優
子
（
沖
縄
県
立
那
覇
高
校
出
身
）

�
木

マ
リ
子
（
私
立
秀
明
英
光
高
校
出
身
）

長
谷
川

み
ど
り
（
埼
玉
県
立
伊
奈
学
園
総
合
高
校
出
身
）

本
名

輝
子
（
私
立
山
村
女
子
高
校
出
身
）

諸
富

真
悟
（
埼
玉
県
立
飯
能
高
校
出
身
）

笹
本

和
宏
（
私
立
日
本
大
学
第
二
高
校
出
身
）

―
経
済
学
部
経
済
学
科
―

青
山

烈
士
（
都
立
東
村
山
高
校
出
身
）

大
嶋

寿
彦
（
埼
玉
県
立
秩
父
高
校
出
身
）

北
川

裕
子
（
埼
玉
県
立
飯
能
高
校
出
身
）

佐
久
間

祐
也
（
都
立
武
蔵
村
山
東
高
校
出
身
）

佐
野

稔
（
埼
玉
県
立
鳩
山
高
校
出
身
）

杉
本

暢
亜
（
米
国
私
立
オ
コ
ー
ネ
ル
高
校
出
身
）

遠
野

敦
子
（
都
立
久
留
米
西
高
校
出
身
）

―
経
済
学
部
経
営
情
報
学
科
―

池
島

祥
子
（
大
学
入
学
資
格
検
定
）

石
倉

靖
久
（
私
立
科
学
技
術
学
園
高
校
出
身
）

櫻
井

和
美
（
都
立
田
無
高
校
出
身
）

園
畑

岳
之
（
埼
玉
県
立
所
沢
北
高
校
出
身
）

根
元

隆
夫
（
埼
玉
県
立
川
越
南
高
校
出
身
）

小
坂

陽
子
（
千
葉
県
立
船
橋
芝
山
高
校
出
身
）

W
A
N
G
N
A
N

（
中
国
出
身
）

―
文
化
情
報
学
部
文
化
情
報
学
科
―

安
倍

英
樹
（
私
立
盈
進
高
校
出
身
）

駒
井

伯
充
（
埼
玉
県
立
川
越
南
高
校
出
身
）

山
田

香
奈
子
（
群
馬
県
立
太
田
女
子
高
校
出
身
）

―
文
化
情
報
学
部
知
識
情
報
学
科
―

岡
田

真
衣
（
三
重
県
立
津
東
高
校
出
身
）

中
島

亨
（
都
立
東
大
和
南
高
校
出
身
）

星
野

静
子
（
埼
玉
県
立
川
越
西
高
校
出
身
）

―
現
代
文
化
学
部
比
較
文
化
学
科
―

清
水

宏
美
（
私
立
狭
山
ヶ
丘
高
校
出
身
）

山
崎

久
志
（
千
葉
県
立
市
川
北
高
校
出
身
）

L
E
E
SU
N
Y
O
U
N
G

（
韓
国
出
身
）

●
特
別
賞

―
法
学
部
法
律
学
科
―

荻
須

真
知
子
（
私
立
聖
望
学
園
高
校
出
身
）

石
黒

雅
芳
（
千
葉
県
立
船
橋
法
典
高
校
出
身
）

―
経
済
学
部
経
済
学
科
―

岡
村

大
介
（
都
立
砂
川
高
校
出
身
）

岡
本

由
香
（
埼
玉
県
立
飯
能
高
校
出
身
）

市
川

美
由
紀
（
埼
玉
県
立
飯
能
高
校
出
身
）

―
経
済
学
部
経
営
情
報
学
科
―

林

栄
希
（
栃
木
県
立
壬
生
高
校
出
身
）

半
田

保
（
都
立
府
中
西
高
校
出
身
）

C
U
I
Q
IN
G
Z
H
E

（
中
国
出
身
）

―
文
化
情
報
学
部
文
化
情
報
学
科
―

新
井

秀
和
（
群
馬
県
立
高
崎
商
業
高
校
出
身
）

田
部
井

進
也
（
福
島
県
立
南
会
津
高
校
出
身
）

―
現
代
文
化
学
部
比
較
文
化
学
科
―

森

延
子
（
埼
玉
県
立
飯
能
高
校
出
身
）

石
田

久
美
子
（
群
馬
県
立
桐
生
女
子
高
校
出
身
）

門
井

林
太
郎
（
私
立
自
由
の
森
学
園
高
校
出
身
）

平
野

香
織
（
埼
玉
県
立
川
越
南
高
校
出
身
）

ごご
卒卒
業業
をを
心心
よよ
りり

おお
祝祝
いい
申申
しし
上上
げげ
まま
すす

二
〇
〇
三
年
三
月
二
十
五
日

学
校
法
人

駿
河
台
大
学

理
事
長

山
�
春
之

理

事

竹
下
守
夫

吉
田
邦
久

河
上
和
雄

大
嶋
利
夫

山
�
荘
太

白
倉

孝

梶
木
隆
一

山
下

薫

監

事

松
本

香

山
畔
清
明

（１） 平成１５年４月１日駿河台大学 同窓会報 第４号
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第
二
の
青
春

法
律
学
部
教
授

山
下

薫

ふ
と
ふ
り
か
え
っ
て

経
済
学
部
教
授

牧

柾
名

１
９
９
０
年
に
こ

の
大
学
に
勤
務
す
る

よ
う
に
な
っ
て
、
は

や
１３
年
に
な
る
。
私

が
勤
め
た
大
学
の
う

ち
で
、
二
番
目
に
長

く
お
世
話
に
な
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

大
学
に
き
た
時
は
、
い
さ
さ
か
驚
い
た
。
大
学
と
い
え

ば
薄
汚
れ
た
建
物
で
、
あ
ち
こ
ち
に
立
看
板
が
立
ち
、
壁

に
は
ビ
ラ
が
貼
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
と
思
っ
て

い
た
か
ら
、
ト
イ
レ
が
綺
麗
な
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
と

に
か
く
建
物
が
美
し
い
。

私
は
教
職
課
程
の
教
員
で
、
経
済
学
部
に
所
属
し
、
そ

の
後
大
学
院
法
学
研
究
科
に
も
参
加
し
、
教
育
法
を
担
当

し
た
。
い
わ
ば
三
足
の
草
鞋
を
履
い
て
い
た
わ
け
で
あ

る
。し

か
し
、
私
は
自
分
が
面
白
い
と
思
う
こ
と
を
学
生
諸

君
と
共
有
し
た
い
と
願
っ
た
。
若
者
が
、
私
の
よ
う
な
者

と
面
白
さ
を
共
有
で
き
る
か
ど
う
か
は
難
問
だ
が
、
何
と

か
こ
の
方
針
は
曲
げ
な
い
で
き
た
。
そ
の
た
め
か
ど
う
か

は
解
ら
な
い
が
、
極
端
な
年
は
、
ゼ
ミ
へ
の
登
録
者
一
名

の
と
こ
ろ
に
一
〇
名
ほ
ど
の
学
生
が
集
っ
た
。
い
わ
ば

「
不
正
規
軍
」で
あ
る
。
単
位
と
は
関
係
の
な
い
諸
君
で
、

形
式
的
所
属
は
別
と
し
て
、
実
際
は
、
哲
学
、
文
学
、
教

育
学
、
社
会
学
な
ど
に
興
味
が
あ
る
よ
う
な
学
生
た
ち
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
面
白
い
、
そ
う
私
は
思
っ
た
。（
し
か

し
近
年
、
少
し
様
子
に
変
化
が
見
ら
れ
る
が
）

個
性
的
な
同
僚
に
恵
ま
れ
、
愉
快
な
学
生
に
囲
ま
れ
て

過
せ
た
こ
と
を
、
こ
の
上
な
く
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。

愛
情
教
育
の
理
念

経
済
学
部
教
授

長
松
秀
志

端
的
に
い
え
ば
、

大
学
は
物
事
の
理
念

と
存
在
、
本
質
と
現

象
、
理
論
と
実
践
等

の
関
係
を
明
ら
か
に

す
る
場
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
駿
河
台
大
学

の
教
育
の
理
念
で
あ

る
愛
情
教
育
と
は
何
か
、
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
経

済
学
者
の
ア
ル
フ
レ
ド
・
マ
ー
シ
ャ
に
よ
れ
ば
、
学
問
の

研
究
に
は
ク
ー
ル
・
ヘ
ッ
ド
と
ウ
ォ
ー
ム
・
ハ
ー
ト
が
必

要
で
あ
る
。
愛
情
教
育
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
二
つ
の
側
面

を
も
っ
て
い
る
教
育
で
あ
る
。
ク
ー
ル
・
ヘ
ッ
ド
は
人
間

が
何
か
を
研
究
す
る
場
合
、
そ
の
理
念
、
本
質
、
理
論
等

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
そ
の
事
を
存
在
、
現
象
、
実
際

の
行
動
等
の
関
係
を
論
理
的
に
解
明
す
る
思
考
で
あ
る

が
、
そ
の
場
合
で
も
、
人
間
と
し
て
ウ
ォ
ー
ム
・
ハ
ー
ト

を
も
っ
て
充
分
な
配
慮
と
思
い
や
り
が
必
要
で
あ
る
。
そ

れ
ら
二
つ
の
側
面
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
事
の

研
究
と
教
育
の
場
と
し
て
、
大
学
は
そ
の
存
在
意
義
を
持

つ
の
で
あ
る
。
そ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
駿
河
台
大

学
は
創
立
さ
れ
た
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

顧
み
れ
ば
、
８
年
前
の
平
成
７
年
、
そ
の
理
想
に
向

か
っ
て
発
展
し
て
い
た
本
学
で
の
研
究
と
教
育
に
幸
運
に

も
縁
あ
っ
て
携
わ
る
こ
と
が
出
来
た
事
は
光
栄
で
あ
り
、

さ
ら
に
至
上
の
幸
せ
で
あ
る
。

大
学
と
い
う
一
つ
の
組
織
体
が
成
長
発
展
す
る
た
め
に

は
、
教
職
員
各
位
の
使
命
感
と
相
互
の
信
頼
関
係
が
大
切

で
あ
り
、
理
念
実
現
の
た
め
に
全
学
的
協
力
態
勢
が
確
立

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
下
で
、
在
任
中
、

自
然
に
恵
ま
れ
た
良
好
な
環
境
の
中
で
、
気
持
ち
よ
く
研

究
と
教
育
に
専
念
で
き
た
事
を
山
�
総
長
、
竹
下
学
長
を

は
じ
め
、
教
職
員
、
大
学
関
係
者
の
み
な
ら
ず
卒
業
生
、

現
役
学
生
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
明
す

る
次
第
で
あ
る
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
駿
河
台
大
学
の
益
々
の
発
展

を
祈
念
し
て
、
私
の
退
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

飯
能
市
阿
須
と
の
惜
別

文
化
情
報
学
部
教
授

國
分

信

わ
が
駿
河
台
大
学

は
飯
能
市
阿
須
に
所

在
し
て
い
る
。
同
大

学
に
文
化
情
報
学
部

が
第
三
の
学
部
と
し

て
創
設
さ
れ
た
の
は

平
成
六
年
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
学
部
は
文

化
情
報
学
科
、
知
識
情
報
学
科
の
二
学
科
よ
り
成
り
、
い

ず
れ
も
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
構
想
さ
れ
た
も
の

で
、
そ
の
出
現
は
各
方
面
に
多
く
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

浅
学
菲
才
で
あ
っ
た
が
、
新
学
部
の
教
員
の
ひ
と
り
と

し
て
迎
え
て
頂
く
こ
と
に
な
り
、
前
任
地
の
鹿
児
島
よ
り

阿
須
の
読
み
方
も
分
か
ら
ず
に
馳
せ
参
じ
た
こ
と
を
、
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
に
想
い
出
す
。
月
日
が
経
つ
の
は
速
い

も
の
で
、
阿
須
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
満
九
年
を
経

過
し
て
退
職
の
手
続
き
に
入
っ
て
い
る
。

今
、
着
任
以
来
使
用
さ
せ
て
戴
い
て
い
る
研
究
室
（
第

二
講
義
棟
内
）
の
返
還
準
備
作
業
に
追
わ
れ
て
い
る
。
高

度
情
報
化
社
会
と
呼
ば
れ
る
社
会
状
況
を
反
映
し
て
、
研

究
室
に
は
、
情
報
機
器
の
ほ
か
に
授
業
関
係
、
ゼ
ミ
関

係
、
研
究
関
係
の
情
報
・
資
料
が
溢
れ
て
い
る
。

本
年
三
月
の
退
職
は
、
す
で
に
着
任
時
か
ら
定
め
ら
れ

て
い
た
の
で
、
予
め
あ
る
程
度
の
事
前
準
備
が
可
能
で

あ
っ
た
が
、
作
業
の
範
囲
は
予
想
を
越
え
た
拡
が
り
を
見

せ
て
き
た
。
わ
が
家
に
置
け
る
プ
レ
ハ
ブ
の
物
置
の
書
庫

と
し
て
の
利
用
で
あ
る
。
従
来
か
ら
の
書
斎
は
八
帖
、
そ

れ
に
プ
レ
ハ
ブ
六
帖
ほ
ど
の
書
庫
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て

も
阿
須
の
研
究
室
に
及
ば
な
い
。
今
さ
ら
の
よ
う
に
駿
河

台
大
学
の
優
れ
た
研
究
環
境
が
実
感
さ
れ
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
と
想
い

出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
四
月
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
プ
、
五
月
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
七
・

八
月
の
避
暑
地
で
の
合
宿
、
十
一
月
の
駿
輝
祭
、
十
二
月

の
学
部
デ
ー
な
ど
で
あ
る
。

文
化
情
報
学
部
在
籍
九
カ
年
の
間
に
集
ま
っ
た
資
料
を

破
棄
す
る
に
は
惜
し
い
も
の
が
少
な
く
な
い
。
諸
資
料
を

整
理
し
保
管
・
保
存
す
る
作
業
は
晩
年
に
お
い
て
自
己
の

人
生
を
総
括
す
る
大
事
な
作
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え

る
。
な
お
、
生
涯
学
習
を
社
会
教
育
施
設
の
総
合
的
研
究

を
志
し
た
い
と
お
も
っ
て
い
る
。

私
に
も
青
春
が
あ

り
ま
し
た
。
金
沢
に

旧
制
の
第
四
高
等
学

校
が
あ
っ
た
と
き
三

年
間
過
ご
し
た
時
代

で
す
。
そ
の
詳
し
い

こ
と
は
、
山
田
洋
次

監
督
の
「
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
」
と
い
う
映
画
に
譲
り
ま
す
が
、
そ
こ

に
は
旧
制
高
校
生
の
日
常
生
活
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
写
さ

れ
、
二
度
と
帰
ら
ぬ
青
春
が
全
編
に
躍
動
し
て
い
ま
す
。

あ
の
時
代
が
私
に
と
っ
て
の
第
一
の
青
春
で
し
た
。

第
二
の
青
春
は
、
今
か
ら
九
年
前
、
私
が
三
五
年
間
勤

務
し
た
裁
判
所
を
辞
め
て
当
大
学
に
就
職
し
た
と
き
か
ら

現
在
ま
で
で
す
。
半
世
紀
前
、
私
も
大
学
生
の
一
人
で
し

た
が
、
三
年
間
の
大
学
生
活
の
間
、
教
授
と
口
を
き
い
た

の
は
た
っ
た
の
一
回
で
し
た
。
大
き
な
教
室
で
、
よ
く
聞

こ
え
な
い
マ
イ
ク
に
よ
る
無
味
乾
燥
な
講
義
は
、
法
学
そ

の
も
の
を
嫌
悪
さ
せ
る
に
十
分
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ど

う
い
う
風
の
吹
き
回
し
か
、
そ
の
後
私
は
裁
判
所
に
入

り
、
三
五
年
間
裁
判
に
明
け
暮
れ
て
お
り
ま
し
た
。
一
体

こ
こ
に
は
色
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
ち
ょ
っ
と
形
容
の
難

し
い
世
界
で
し
た
。
と
に
か
く
日
常
的
に
緊
張
の
解
け
な

い
勤
務
空
間
だ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
世
界
か
ら
、
突
然
当
大
学
に
飛
び
込
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
今
度
は
教
授
と
し
て
学
生
さ
ん
た
ち
と

日
々
接
触
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
放
っ
て
お
け
ば
、

ど
ん
ど
ん
老
け
て
い
く
私
の
日
常
が
、
学
生
諸
君
の
生
き

生
き
し
た
営
み
に
刺
激
を
受
け
た
の
か
、
生
気
が
戻
っ
て

き
た
よ
う
で
す
。
私
は
か
つ
て
の
自
分
の
学
生
時
代
を
省

み
て
、
学
生
た
ち
は
教
授
や
授
業
に
何
を
求
め
て
い
る
の

か
と
い
う
観
点
か
ら
教
室
に
出
ま
し
た
。
要
す
る
に
、
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
方
式
で
あ
り
ま
す
。
ゼ
ミ
で
も
講
義
で
も
、

で
き
る
だ
け
口
頭
よ
り
問
題
解
決
の
糸
口
を
探
索
す
る
と

い
う
営
み
に
徹
す
る
よ
う
努
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生

諸
君
の
助
力
を
得
て
、
法
律
相
談
部
を
立
ち
上
げ
、
甲
論

乙
駁
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
議
論
に
耽
っ
て
い
る
う
ち
に
、
文
字

通
り
こ
の
九
年
間
は
私
の
第
二
の
青
春
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
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同
窓
会
奨
学
金

採
用
者
決
定

同
窓
会
奨
学
金
は
、
ス
ポ
ー
ツ
系
の
課
外
活
動
に
お
い

て
顕
著
な
成
績
（
前
年
度
の
競
技
成
績
）
を
収
め
た
学
生

に
対
し
、
２０
万
円
を
給
付
す
る
制
度
で
す
。
今
年
度
は
９

名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
加
藤
哲
平

（
カ
ヌ
ー
部

法
学
部
法
律
学
科
２
年
）

第
５６
回
国
民
体
育
大
会
夏
季
大
会
カ
ヌ
ー
競
技
Ｋ
―

１

１５
ゲ
ー
ト
第
５
位

◆
小
村
健
志

（
カ
ヌ
ー
部

経
済
学
部
経
営
情
報
学
科
２
年
）

平
成
１３
年
度
全
国
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
第
１３
位

◆
中
島
博
吉

（
カ
ヌ
ー
部

文
化
情
報
学
部
文
化
情
報
学
科
２
年
）

平
成
１３
年
度
全
国
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
第
６
位

◆
黒
澤
尚
希

（
剣
道
部

法
学
部
法
律
学
科
３
年
）

第
４７
回
全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
ベ
ス
ト
３２

◆
飯
塚
敬
生

（
剣
道
部

経
済
学
部
経
営
情
報
学
科
３
年
）

第
４７
回
関
東
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
３
回
戦
進
出

◆
田
部
井
進
也

（
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
部

文
化
情
報
学
部
文
化
情
報
学
科
４
年
）

第
７５
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

ス
ー
パ
ー
Ｇ
第
１１
位

◆
岡
本
由
香

（
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

経
済
学
部
経
済
学
科
４
年
）

全
日
本
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
ベ
ス
ト
１６

◆
中
里
真
希

（
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

法
学
部
法
律
学
科
３
年
）

日
本
代
表
候
補

◆
谷
ケ
崎
直
美

（
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部文

化
情
報
学
部
文
化
情
報
学
科
３
年
）

関
東
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
女
子
１
部
ベ
ス
ト
イ
レ
ブ
ン

◆
採
用
者
の
声
◆

卒
業
後
の
証
明
書
申
込
に
つ
い
て

カ
ヌ
ー
部
所
属

経
済
学
部
経
営
情
報
学
科

２
年

小
村

健
志

今
回
、
同
窓
会
奨

学
金
を
い
た
だ
け
る

事
と
な
り
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
奨
学
金

で
こ
れ
か
ら
の
部
活

動
に
役
に
た
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
、
小
村
の
所
属
し
て
い
ま
す
、
カ
ヌ
ー
部
が

ど
の
よ
う
な
競
技
を
し
て
い
る
か
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
カ
ヌ
ー
の
種
類
か
ら
説
明
し
ま
す
と
、
艇
の

中
で
正
座
を
し
て
、
艇
を
進
め
る
道
具
、「
パ
ド
ル
」
で

漕
ぐ
面
が
片
方
し
か
な
い
も
の
で
、
艇
を
一
人
で
進
め
る

の
が
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
（
Ｃ
―

１
）
と
い
い
ま
す
。

そ
し

て
艇
の
中
で
体
育
座
り
の
よ
う
に
し
て
座
り
、
漕
ぐ
面
が

左
右
２
つ
つ
い
て
い
て
、
一
人
で
艇
を
進
め
る
の
が
カ

ヤ
ッ
ク
（
Ｋ
―

１
）
と
い
い
ま
す
、
私
が
今
や
っ
て
い
る

種
目
で
す
。
艇
に
は
大
き
く
分
け
て
こ
の
２
タ
イ
プ
に
わ

か
れ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
「
一
人
で
進
め
る
」
と
い
う
よ

う
な
表
現
を
し
ま
し
た
が
、
二
人
乗
り
の
物
も
あ
る
か
ら

で
す
。
Ｃ
―

２
、
Ｋ
―

２
と
い
う
よ
う
な
名
前
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
競
技
は
だ
い
た
い
約
３００
メ
ー
ト
ル
か
ら
４００
メ
ー

ト
ル
の
距
離
の
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。
川
に
は
１５
本
か
ら

２５
本
の
「
ゲ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
門
を
く
ぐ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
。
ゲ
ー
ト
に
触
れ
る
と
ゴ
ー
ル
し
た
タ

イ
ム
に
２
秒
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
ゲ
ー

ト
を
不
通
過
し
て
し
ま
う
と
、
今
度
は
ゴ
ー
ル
し
た
タ
イ

ム
に
５０
秒
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
加
算
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
ゲ
ー
ト
に
は
緑
ゲ
ー
ト
と
赤
ゲ
ー
ト
の
２
種
類
あ

り
、
緑
は
川
の
上
流
か
ら
下
流
に
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。
赤
は
下
流
か
ら
上
流
に
通
過
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
１
試
合
に

つ
き
２
レ
ー
ス
あ
り
、
１
本
目
と
２
本
目
の
タ
イ
ム
を
合

計
し
て
一
番
早
い
選
手
が
勝
利
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

川
に
よ
っ
て
多
く
漕
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
力
の
コ
ー

ス
、
水
の
流
れ
が
多
く
速
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
重
視
の
コ
ー

ス
。
そ
の
川
そ
の
川
の
表
情
が
あ
り
、
ト
ッ
プ
選
手
に
な

る
と
、
見
た
だ
け
で
そ
の
川
の
性
質
を
読
み
取
っ
て
し
ま

い
ま
う
ほ
ど
で
す
。

カ
ヌ
ー
の
紹
介
は
こ
こ
で
ひ
と
ま
ず
終
わ
り
ま
し
て
、

昨
年
度
は
、
今
ま
で
の
練
習
の
甲
斐
も
あ
り
、
高
知
国
体

出
場
（
２５
ゲ
ー
ト
１６
位
、
１５
ゲ
ー
ト
１２
位
）、
そ
し
て
日

本
選
手
権
大
会
出
場
（
２９
位
）
と
大
き
な
大
会
に
出
る
事

も
出
来
ま
し
た
。
今
年
は
去
年
の
成
績
よ
り
も
よ
い
成
績

を
残
せ
る
よ
う
に
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
度
は
同
窓
会
奨
学
金
を
い
た
だ
き
、
ま
こ
と

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

剣
道
部
所
属

法
学
部
法
律
学
科

３
年

黒
澤

尚
希

こ
の
度
、
学
内
の

厳
し
い
選
考
を
経

て
、
同
窓
会
奨
学
金

を
授
与
で
き
る
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
９
人
と

い
う
少
な
い
人
数
の

中
の
１
人
に
選
ば
れ

た
こ
と
は
、
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
自
己
の

目
標
を
達
成
す
る
べ
く
有
効
に
有
難
く
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
、
大
学
、
先
輩
方
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
貢
献
し
、
精
進
し
て
い
く
事
を
考
え
て
い
ま
す
。

私
が
所
属
し
て
い
る
剣
道
部
は
、
昨
年
大
阪
で
行
わ
れ

た
全
日
本
学
生
剣
道
優
勝
大
会
に
お
い
て
、
九
州
の
予
選

を
１
位
で
通
過
し
て
き
た
九
州
産
業
大
学
を
く
だ
し
、
全

国
ベ
ス
ト
３２
と
い
う
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
身

も
、
関
東
の
厳
し
い
予
選
を
通
過
し
、
全
日
本
学
生
選
手

権
大
会
に
お
い
て
、
個
人
全
国
準
優
勝
と
い
う
成
績
を
収

め
ま
し
た
。
団
体
、
個
人
と
も
に
良
い
結
果
が
で
た
年
で

あ
っ
た
と
更
に
来
年
に
か
け
る
意
気
込
み
が
強
く
な
り
ま

し
た
。

今
年
度
は
、
主
将
と
い
う
大
役
を
任
さ
れ
、
昨
年
以
上

に
良
い
成
績
を
残
す
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
師
範
波
多
野

登
志
夫
先
生
（
八
段
）
の
も
と
、
基
本
に
忠
実
で
あ
り
、

正
し
い
剣
道
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
文
武
両
道
に
励
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

「
継
続
は
力
な
り
」
を
自
身
の
信
条
に
し
、
昨
年
悔
し

い
思
い
を
し
た
分
、
今
年
は
一
生
懸
命
に
稽
古
に
取
り
組

み
、
自
身
が
後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
で
す
。

《
証
明
書
の
種
類
と
手
数
料
》

�

卒
業
証
明
書

�

学
業
成
績
証
明
書

※
と
も
に
１
通
２００
円
（
英
文
証
明
書
も
同
額
）

《
申
込
方
法
》

�
、
�
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

�

窓
口
申
し
込
み

申
請
書
自
動
発
行
機
（
第
２
講
義
棟
正
面
入
口
左
手
）

で
手
数
料
の
申
請
書
を
購
入
し
、
必
要
事
項
を
記
入
し
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で
発
行
し
ま
す
。

�

郵
送
申
し
込
み

ａ．

記
載
事
項
�
〜
�
を
明
記
し
た
申
込
書（
書
式
自
由
）

ｂ．

手
数
料
相
当
分
の
切
手

ｃ．

切
手
を
貼
付
し
、
送
付
先
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒

ａ
〜
ｃ
の
３
点
を
同
封
の
上
、
左
記
の
宛
先
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
時
に
手
数
料
の
納
入
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。
返
信
用
封
筒
の
郵
送
料
は
左
の
表
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
書
を
投
函
し
て
か
ら
証
明
書
が
手
許
に
届

く
ま
で
１
週
間
程
度
の
日
数
を
見
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

﹇
申
込
書
記
載
事
項
﹈

�
請
求
日

�
卒
業
学
部
・
学
科
又
は
研
究
科

�
卒
業

年
月

�
在
学
時
の
学
籍
番
号

�
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

�
生
年
月
日

�
現
住
所
・
電
話
番
号

�
証
明
書
の
種

類
・
通
数

﹇
宛
先
﹈

〒
３５７
―

８
５
５
５

埼
玉
県
飯
能
市
阿
須
６９８

駿
河
台
大
学
教
務
課
○
○
学
部

※
封
筒
に
「
証
明
書
申
込
書
在
中
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ

さ
い
。

証
明
書
枚
数

封
筒
サ
イ
ズ

返

信

用

切
手
金
額

１
〜
３
枚

定

形（
長
３
）

８０
円

４
〜
８
枚

定
形
外（
角
２
）

１２０
円

９
〜
１０
枚

定
形
外（
角
２
）

１４０
円

※
長
３
封
筒：

２３．５
�
×
１２
�

※
角
２
封
筒：

３３
�
×
２４
�
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平
成
15
年
度
同
窓
会
総
会
開
催 

〜
ホ
テ
ル
海
洋
に
て
〜 

���������������������������������������������������������������������

���������������������������������������

同
窓
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

同
窓
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平
成
１５
年
度
の
同
窓
会
総
会
を
平
成
１５
年
５
月
１０
日

（
土
）に
新
宿
区
百
人
町
に
あ
り
ま
す
ホ
テ
ル
海
洋
（
Ｊ
Ｒ

新
大
久
保
駅
徒
歩
５
分
）
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

昨
年
度
は
、
交
通
の
利
便
性
が
良
い
場
所
で
、
と
の
ご

意
見
が
あ
り
、
都
内
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
が
、
参
加

者
か
ら
好
評
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
今
回
も
都

内
新
宿
区
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。（
今
年
度
も
駿
輝
祭

時
に
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
し
て
会
員
の
皆
様
を
ご

招
待
し
、
懇
親
会
を
行
う
予
定
で
す
の
で
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。）

総
会
で
は
、
平
成
１４
年
度
の
決
算
報
告
、
平
成
１５
年
度

予
算
及
び
事
業
計
画
等
を
審
議
し
ま
す
。
多
数
の
皆
様
の

ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開
催
日：

平
成
１５
年
５
月
１０
日
（
土
）

場

所：

ホ
テ
ル
海
洋

３
Ｆ

ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
（
総
会
）

３
Ｆ

オ
ー
キ
ッ
ド
ル
ー
ム
（
懇
親
会
）

東
京
都
新
宿
区
百
人
町
２
―
２７
―
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０３
―
３
３
６
８
―
１
１
２
１

時

間：

総
会

１５
時
〜

懇
親
会

１６
時
〜

会

費：

１
人
３
０
０
０
円
（
総
会
の
み
出
席
の
方

は
無
料
で
す
）

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
設
い
た
し
ま
し
た
！

駿
河
台
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
、
同
窓
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
内
容
と
し
ま
し
て
は
、

同
窓
会
の
概
要
や
活
動
状
況
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
住
所
等
の
変
更
申
請
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
手

続
き
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
大
学
を
卒
業
し

て
、
な
か
な
か
同
窓
会
の
状
況
が
確
認
で
き
て
い
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
事
務
局
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
定
期

的
に
更
新
す
る
こ
と
で
、
微
力
な
が
ら
同
窓
会
の
発
展
の

た
め
に
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
意
見
・
ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

（http:／／w
w
w
.surugadai.ac.jp／dousou／index.htm

l

）

《
同
窓
会
概
要
》

同
窓
会
会
則
や
予
算
報
告
、
役
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
閲

覧
で
き
ま
す
。

《
活
動
状
況
》

過
去
の
活
動
実
績
、
今
年
度
の
活
動
予
定
が
閲
覧
で
き

ま
す
。

《
同
窓
会
報
》

過
去
に
発
行
し
た
同
窓
会
報
（
１
号
〜
３
号
）
が
閲
覧

で
き
ま
す
。

《
写
真
館
》

過
去
に
行
っ
た
活
動
、
駿
河
台
大
学
の
状
況
が
写
真
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

《
お
知
ら
せ
》

・
大
学
内
施
設
の
ご
利
用
に
つ
い
て
確
認
で
き
ま
す
。

・
同
窓
生
や
お
世
話
に
な
っ
た
教
授
な
ど
を
探
索
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

事
務
局
宛
て
に
、

１．

あ
な
た
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
学
籍
番
号
（
分

か
ら
な
い
場
合
は
、
卒
業
年
、
学
部
及
び
学
科
）、

現
在
の
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上

２．

連
絡
先
を
知
り
た
い
方
の
氏
名
、
卒
業
年
、
学

部
及
び
学
科

３．

連
絡
先
を
知
り
た
い
理
由
を
沿
え
て
連
絡
下
さ

い
。
後
日
、
結
果
を
本
人
宛
て
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

・
住
所
等
の
変
更
申
請
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
行
な
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
同
窓
会
報
へ
の
寄
稿
、
支
部
会
に
関
し
て
お
問
い
合
わ

せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
各
種
リ
ン
ク
》

駿
河
台
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

同
窓
会
事
務
局
で
は
、

１．

会
員
の
住
所
管
理

２．

同
窓
会
報
の
作
成
・
発
行

３．

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理

４．

資
金
管
理

５．

総
会
・
懇
親
会
の
運
営

等
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
業
務
に
関
連

し
て
、
次
の
方
は
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１．

住
所
・
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
方

２．

同
窓
生
の
連
絡
先
を
知
り
た
い
方

３．

同
窓
会
報
に
寄
稿
し
た
い
方

４．

支
部
会
を
組
織
し
た
い
方

特
に
３
の
同
窓
会
報
へ
の
寄
稿
に
つ
き
ま
し
て
は
、

い
つ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
連
絡
先
は
、

〒
３５７
―

８
５
５
５

埼
玉
県
飯
能
市
阿
須
６９８

駿
河
台
大
学
同
窓
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
４
２
９
―
７２
―
１
１
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
２
９
―
７２
―
１
１
４
９

E
-m
ail

dousou@
surugadai.ac.jp

３Fフロア

■ホテル海洋 周辺道路マップ
〒１６９―８５０７ 東京都新宿区百人町２―２７―７ TEL．０３（３３６８）１１２１（代）
●JR中央・総武線 大久保駅北口下車徒歩１歩
●JR山手線 新大久保駅より徒歩５分
●都営大江戸線 新宿西口駅Ｄ５出口より徒歩１０分
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